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1. はじめに 
 

境川の上流に位置する岐阜市高田地区（以下、「高田地区」）では、平成 20 年 8 月、平成 25 年

9 月豪雨などにより、多くの浸水被害が発生している。 

このような状況に鑑み、岐阜県では最重点河川として概ね 5 年に 1 度発生する恐れのある洪水

を安全に流下させるよう、河川改修を下流から順次進めている。 

しかしながら、重点投資はしているものの、浸水被害の頻発している高田地区などは改修区間

の最上流部にあたり、河川改修の効果が発揮されるまで時間を要することから、短期的に効果が

得られる対策が求められている。 

このため、上下流の治水バランスなどにも配慮しながら、上流部の浸水被害軽減に資する対策

について、ハード対策だけでなくソフト対策を含めた総合的な治水対策として「境川上流部浸水

対策計画」として取りまとめるものである。 
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2. 対象区域の概況 
2.1 対象区域の概況 

(1) 対象区域の位置 

対象区域は、境川流域である。 

境川は、その水源を各務原市に発し、岩地川や新荒田川等の支川を合わせ、岐阜市、岐南

町、笠松町、羽島市を南西に流下し、長良川に合流する河道延長約 23 ㎞、流域面積 55 ㎞ 2

の一級河川である。 

高田地区は、この上流部に位置し、左岸から三井川が合流しており、かつては合流の影響

によると思われる浸水被害が発生していた。 
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(2) 土地利用状況 

境川流域は、宅地造成が容易な台地や低平地を有している地形条件及び東西二大経済圏の

中央に位置する名古屋市へ約 30 ㎞という立地条件により、昭和 30 年代後半以降の高度成長

により、岐阜市を中心とした都市形成、JR 線、名鉄線や国道 21 号、22 号、156 号、157 号

の沿川地域を中心とした宅地開発、商工業開発が急速に進められてきた。 

高田地区においても、高田 3 丁目～5 丁目は全て市街化区域に含まれており、境川の左右

岸ともに宅地開発が進行し、住宅が密集している。 

高田地区内の地盤高は概ね平坦で、宅地は大半が+13m 程度の地盤高であるが、それより

も低い+12m 程度の地盤高も多く、出水時に床上浸水などの被害が発生しやすい。 

 

図 2.2 高田地区メッシュ地盤高 

 

(3) 治水対策の状況 

境川流域では、昭和 63 年度より河道拡幅とあわせて流域の遊水・保水機能を保持・増進さ

せる等の流域一体とした治水対策を行う「総合治水対策特定河川事業」に着手し、鋭意改修

工事等を進めている。 

高田地区を含む境川上流域で頻発する浸水被害への対応としては、近年、以下の様な対策

を行っている。 

1) 上戸排水機場の整備 

各務原市前渡地区では、雨水等を 3 カ所のサイフォンにより新境川の下を横過させて排

水しているが、洪水時には下流の水位上昇により排水不良、内水被害が生じていた。 

また、境川においても河道改修だけでは早期に治水対策が実施できないため、上戸排水

機場を整備して、出水時に前渡流域の水をポンプにより新境川に強制排水することで、境

川流域の治水安全度向上と前渡流域の内水被害発生防止を図っている。 

地盤高 
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図 2.3 上戸排水機場による排水イメージ 

 

今後整備 

今後整備 

今後整備 

今後整備 
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2) 三井川合流点改修 

平成 20 年 8 月洪水により、高田地区において多くの浸水被害が発生したが、この要因

として、三井川の合流等に伴う境川の水位上昇が考えられた。そのため、三井川の合流点

について水位の急激な変化が生じないような、合流点形状に改修を行うとともに、境川の

右岸側について整備計画断面で改修した。 

 

図 2.4 三井川合流点改修事業概要 
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2.2 浸水被害の状況 

(1) 浸水実績 

境川流域は木曽川・長良川の二大河川に挟まれた低平地であり、過去においては、両河川

の洪水及び内水による被害を受けてきた地域である。昭和 34 年 9 月の伊勢湾台風、昭和 36

年 6 月の梅雨前線豪雨、昭和 49 年 7 月の集中豪雨、昭和 51 年 9 月の台風 17 号による降雨

などにより大きな浸水被害を受けてきた。近年では流域の開発や下水道の整備に伴い、流出

率は増大し、洪水到達時間は早くなる傾向にあり、集中豪雨により上流部で浸水被害が頻発

している。とりわけ平成 20 年 8 月豪雨では、境川上流域で局地的集中豪雨（確率規模 1/10

～1/20）が発生し、高田地区を中心に大きな浸水被害が発生した。 

 

表 2.1 主要洪水一覧表 

洪水 
降雨 

継続時間 

最大雨量（mm） 

（流域平均） 
境川流域内 

浸水面積（ha） 
備考 

1 時間 24 時間 

昭和 34 年 9 月 

（伊勢湾台風） 
41hr 31.2 134.2 2,130 

牧田川・長良川 

堤防の決壊、内水 

昭和 36 年 6 月 

（梅雨前線） 
74hr 37.0 269.0 1,670 

岐南町・岩戸川地区、 

大江川流域の全面湛水 

昭和 49 年 7 月 

（集中豪雨） 
16hr 44.0 260.5 1,190 

梅雨前線上に発生した

低気圧による。長良川墨

俣はん濫注意水位オー

バー 

昭和 51 年 9 月 

（台風 17 号） 
37hr 84.0 346.0 2,090 

長良川で 5 回のピーク 

流域のほぼ 2/5 湛水 

昭和 52 年 8 月 

（豪雨） 
19hr 63.0 230.0 25 

 

昭和 55 年 8 月 

（豪雨） 
9hr 25.0 91.0 50 

 

平成 2 年 9 月 

（台風 19 号） 
16hr 39.0 125.0 42 

長良川墨俣はん濫注意

水位オーバー 

平成 11 年 9 月 

（台風 16 号） 
29hr 35.0 157.0 13 

 

平成 12 年 9 月 

（東海豪雨） 
30hr 34.0 224.0 14 

 

平成 20 年 8 月 

（豪雨） 
7hr 

39.0 

※62.1 
134.0 32 

高田地区で床上浸水が

発生 

平成 25 年 9 月 

（豪雨） 
9hr 

61.3 

※47.2 
133.9 16 

高田地区で床上浸水が

発生 

平成 26 年 8 月 

（豪雨） 
5hr 

28.3 

※33.9 
103.2 12 

高田地区で床上浸水が

発生 

令和 4 年 8 月 

（豪雨） 
8hr 

45.8 

※45.7 
142.4 13 

高田地区で床上浸水が

発生 

※は、境川上流域（馬橋より上流）の最大雨量（流域平均）を示す 
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図 2.5 境川周辺地域浸水実績図（昭和 36 年、昭和 51 年、平成 11 年、平成 20 年） 

 

図 2.6 平成 20 年 8 月 28 日洪水の浸水状況図（高田地区） 

1.0ha 
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図 2.7 平成 25 年 9 月 4 日洪水の浸水状況図（高田地区） 

 

図 2.8 平成 26 年 8 月 17 日洪水の浸水状況図（高田地区） 
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図 2.9 令和 4 年 8 月 25 日洪水の浸水状況図（高田地区） 
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3. 浸水対策計画 
3.1 基本方針 

境川流域の上流部における床上浸水被害を防止又は軽減するための河川整備、支川整備、浸水

被害軽減対策、流出抑制対策について、その効果や実現性を考慮し、対策を検討した。 

 

3.2 計画の対象区域 

計画の対象区域は、境川流域とする。 

 

3.3 対象とする期間 

計画の対象とする期間は、短期を平成 29 年度から令和５年度までとし、中期は概ね 20 年間

を目安とする。 

 

3.4 計画の目標 

計画の目標は、近年で最大の浸水被害をもたらした平成 20 年 8 月洪水と同程度の豪雨が発生

した場合に、境川上流部で発生が想定される床上浸水被害について、短期としては軽減、中期と

しては概ね解消することとする。 

 

3.5 計画の対策 

基本方針に従い、次の対策を選定する。 

 
採用した対策の具体的な内容について、次頁に示す。  
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(1) 河川整備 

1) 境川の河川改修 

短期としては、新橋（12.9k）までの区間の整備を行うとともに、今後の円滑な事業展

開に向け、上流区間の用地買収等に前倒し着手する。中期としては、三井川合流（15.95k）

までの区間の整備を行う。 

 

 

図 3.1 境川河川改修区間 

2) 上戸排水機場の増強 

上戸排水機場のポンプを増強（10.1m3/s→20.2m3/s）し、洪水時に各務原市前渡地区を

境川流域から完全分離することにより、境川本川の負担を軽減して浸水被害の軽減を図る。 

 

3) 暫定改修の実施 

     高田地区の浸水対策として、狭窄部や急縮急拡部等で改修効果が大きく、かつ用地リス

クが小さく早期の工事着手が可能な箇所を抽出し、整備計画のメニューを先行実施する。 
 

 
図 3.2 暫定改修実施区間・断面形状例 
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4) 維持浚渫の実施 

治水上のネック部である三井川合流部の堆積土砂の撤去を行う。また、その他の局部的

な堆積土砂の撤去等の対策により、流下能力の確保を図る。 

 
図 3.3 維持浚渫対象箇所 

 

(2) 支川整備 

1) 高田地区の床上浸水対策事業 

高田地区の浸水対策として、三井川の特殊堤事業、高田地区の排水路改良事業を実施す

る。 
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(3) 浸水被害軽減対策 

1) 防災情報の事前周知 

浸水被害が発生した場合の迅速かつ安全な避難に資するため、事前に洪水浸水想定区域

図、洪水ハザードマップ等の防災情報の周知に努める。 

① 洪水浸水想定区域図の見直し、周知 

② 洪水ハザードマップの見直し、周知 

③ 広報及び防災教育の充実 

 

2) 洪水時の情報収集・伝達の確保 

洪水被害の未然防止及び軽減を図るため、県・市で迅速、確実な情報交換を行う。 

① きめ細かな河川情報の提供 

② 「川の防災情報」を活用した積極的な情報配信 

③ 情報カメラの設置 

④ アラームメールの運用 

 

3) 山崎頭首工の弾力運用 

台風到来時など事前に大雨が想定される場合に、分水ゲートをあらかじめ閉鎖できるよ

う、操作要領の改訂などの検討を行い、ゲートの運用により境川への流入を止める。 

 

図 3.5 山崎頭首工位置 

 

 

 

 

 

-15-



 

 

(4) 流出抑制対策 

1) 新規開発地の流出抑制対策 

新規開発地のうち大規模開発地に対しては、「境川流域整備計画」に定める流出抑制対

策について、指導及び対策を実施する。 

 

表 3.1 開発規模別必要対策量 

 
 

2) 既往開発地の流出抑制対策 

既往開発地においても流域の従前の保水・貯留機能を回復すべく、「境川流域整備計画」

に定める流出抑制対策について、指導及び対策を実施する。 

・公共公益施設（公園、校庭、道路等）を活用した流出抑制対策 

・再開発事業等の面的再整備や建て替えを行う際の流出抑制対策 

 

 

 

3) 既設流出抑制施設の適切な維持管理 

境川流域内で既に建設されている流出抑制施設について、設置時の機能を維持するよう、

管理者への要請等を行う。 
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4) 自然の持つ流出抑制機能の保全対策 

市街地の無秩序な拡大を極力抑え、自然の持つ保水・遊水・貯留などの流出抑制機能の

保全を図る。 

・市街化調整区域の保持 

・都市計画法以外の法令、指導等による流出抑制機能の保全 

・農地の保全及び営農環境改善 

・盛土の抑制 

 

5) 建築物等の耐水化 

水害に強いまちづくりを実施するため、自治体の対策等により宅地化等に伴う盛土高の

指導、防水扉の設置などを行うとともに、ピロティ建築の促進を図る。 
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図

示
の

有
無

（
1

）
-

1
）

短
期

と
し

て
は

、
新

橋
（
1
2
.9

k）
ま

で
の

区
間

の
整

備
を

行
う

と
と

も
に

、
今

後
の

円
滑

な
事

業
展

開
に

向
け

、
上

流
区

間
の

用
地

買
収

等
に

前
倒

し
着

手
す

る
。

中
期

と
し

て
は

、
三

井
川

合
流

（
1
5
.9

5
k）

ま
で

の
区

間
の

整
備

を
行

う
。

河
道

掘
削

、
築

堤
、

橋
梁

架
替

　
等

。

図
示

（
1

）
-

2
）

上
戸

排
水

機
場

の
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ増

強
（
1
0
.1

 
/
s→

2
0
.2

 
/
s）

に
よ

り
、

洪
水

時
に

各
務

原
市

前
渡

地
区

を
境

川
流

域
か

ら
完

全
分

離
す

る
こ

と
に

よ
り

、
境

川
へ

の
雨

水
の

流
入

を
減

ら
し

浸
水

被
害

の
軽

減
を

図
る

。

上
戸

排
水

機
場

　
　

ポ
ン

プ
増

強
（
1
0
.1

 
/
s→

2
0
.2

 
/
s）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
主

原
動

機
、

除
塵

機
、

操
作

機
器

等

上
戸

サ
イ

フ
ォ

ン
ゲ

ー
ト

　
新

設
中

屋
サ

イ
フ

ォ
ン

ゲ
ー

ト
　

新
設

図
示

（
1

）
-

3
）

狭
窄

部
や

急
縮

急
拡

部
等

で
改

修
効

果
が

大
き

く
、

か
つ

用
地

リ
ス

ク
が

小
さ

く
早

期
の

工
事

着
手

が
可

能
な

箇
所

を
抽

出
し

、
整

備
計

画
の

メ
ニ

ュ
ー

を
先

行
実

施
す

る
。

図
示

（
1

）
-

4
）

・
堆

積
土

砂
の

撤
去

等
の

対
策

に
よ

り
、

流
下

能
力

の
確

保
を

図
る

。
・
局

部
的

な
堆

積
土

砂
の

撤
去

。
図

示

(3
)-

1
)

-
①

最
大

規
模

の
降

雨
を

対
象

と
し

て
、

洪
水

浸
水

想
定

区
域

図
を

見
直

し
、

広
く

一
般

に
周

知
す

る
。

―

(3
)-

2
)

-
①

・
氾

濫
が

想
定

さ
れ

る
地

域
毎

に
、

詳
細

な
危

険
水

位
を

設
定

。
・
伝

達
先

一
覧

及
び

避
難

体
制

整
理

表
の

整
備

と
関

係
者

間
で

の
情

報
共

有
。

・
洪

水
時

に
は

、
危

険
な

地
区

を
特

定
し

て
き

め
細

か
く

情
報

提
供

を
実

施
。

―

河 川 整 備 支 川 整 備  3
）

山
崎

頭
首

工
の

弾
力

運
用

浸 水 被 害 軽 減 対 策

・
「
岐

阜
県

　
川

の
防

災
情

報
」
に

よ
る

雨
量

、
水

位
等

の
情

報
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
り

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
配

信
す

る
（
岐

阜
県

）
。

・
「
岐

阜
県

　
川

の
防

災
情

報
」
に

よ
り

避
難

勧
告

な
ど

の
発

令
を

判
断

し
、

防
災

行
政

無
線

や
緊

急
速

報
メ

ー
ル

な
ど

に
よ

り
防

災
情

報
を

提
供

す
る

（
岐

阜
市

）
。

・
「
岐

阜
県

　
川

の
防

災
情

報
」
を

活
用

し
て

、
雨

量
や

水
位

、
河

川
画

像
な

ど
の

情
報

収
集

に
つ

な
げ

る
（
各

務
原

市
）
。

・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
の

防
災

情
報

を
収

集
し

、
水

防
活

動
や

避
難

時
の

判
断

基
準

に
役

立
て

る
（
各

務
原

市
）
。

避
難

活
動

や
水

防
活

動
が

速
や

か
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

、
既

設
の

河
川

情
報

カ
メ

ラ
の

情
報

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

浸
水

実
績

の
あ

る
高

田
地

区
・
蔵

前
地

区
・
領

下

地
区

に
河

川
情

報
カ

メ
ラ

の
設

置
を

検
討

す
る

。

(2
)-

１
）

・
三

井
川

の
溢

水
対

策
と

し
て

特
殊

堤
を

設
置

す
る

。
（
岐

阜
市

・
各

務
原

市
）

・
浸

水
時

に
お

け
る

避
難

路
の

安
全

確
保

の
た

め
、

開
水

路
沿

い
に

フ
ェ

ン
ス

等
を

設
置

す
る

。
（
岐

阜
市

）

・
防

災
に

関
す

る
説

明
・
紹

介
を

す
る

多
種

多
様

な
出

前
講

座
等

を
実

施
し

、
防

災
知

識
等

の
普

及
・
啓

発
に

努
め

る
（
岐

阜
県

、
岐

阜
市

）
。

・
広

報
ぎ

ふ
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
災

害
時

の
留

意
点

な
ど

を
掲

載
し

広
報

す
る

（
岐

阜
市

）
。

・
広

報
紙

や
自

治
会

回
覧

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
に

よ
り

防
災

訓
練

の
開

催
を

周
知

し
、

市
民

参
加

型
の

防
災

訓
練

を
実

施
す

る
（
各

務
原

市
）
。

・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

な
ど

を
利

用
し

て
防

災
情

報
を

発
信

し
、

若
者

や
家

族
へ

の
参

加
を

促
す

（
各

務
原

市
）
。

・
自

治
会

に
よ

る
自

主
防

災
訓

練
に

中
学

生
や

高
校

生
の

参
加

を
呼

び
か

け
地

域
防

災
の

担
い

手
を

育
成

す
る

（
各

務
原

市
）
。

流 出 抑 制 対 策

1
）

防 災 情 報 の 事 前 周 知  2
）

洪 水 時 の 情 報 収 集 ・ 伝 達 の 確 保

・
「
境

川
流

域
整

備
計

画
」
に

定
め

る
流

出
抑

制
機

能
の

保
全

対
策

に
つ

い
て

、
指

導
及

び
対

策
を

実
施

す
る

。
・
市

街
化

調
整

区
域

の
保

持
・
都

市
計

画
法

以
外

の
法

令
、

指
導

等
に

よ
る

流
出

抑
制

機
能

の
保

全

・
農

地
の

保
全

及
び

営
農

環
境

改
善

・
盛

土
の

抑
制

・
「
境

川
流

域
整

備
計

画
」
に

定
め

る
建

築
物

の
耐

水
化

に
つ

い
て

、
指

導
及

び
対

策
を

実
施

す
る

。
・
自

治
体

の
対

策
等

に
よ

り
宅

地
化

等
に

伴
う

盛
土

高
の

指
導

、
防

水
扉

の
設

置
な

ど
を

行
う

と
と

も
に

、
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
の

促
進

を
図

る
。

・
浸

水
被

災
地

域
で

建
築

行
為

や
開

発
行

為
の

計
画

が
あ

る
場

合
に

過
去

の
被

災

状
況

を
情

報
提

供
し

、
注

意
喚

起
す

る
。

(3
)-

1
)

-
②

(3
)-

1
)

-
③

(3
)-

2
)

-
②

(3
)-

2
)

-
③

(3
)-

2
)

-
④

（
3

）
-

3
）

・
台

風
到

来
時

な
ど

事
前

に
大

雨
が

想
定

さ
れ

る
場

合
に

、
分

水
ゲ

ー
ト

を
あ

ら
か

じ
め

閉
鎖

で
き

る
よ

う
、

操
作

要
領

の
改

訂
な

ど
の

検
討

を
行

う
。

・
上

戸
排

水
機

場
の

運
用

と
同

様
に

岐
阜

土
木

事
務

所
長

の
指

示
に

よ
り

分
水

ゲ
ー

ト
の

操
作

を
行

う
。

・
新

規
開

発
地

の
う

ち
大

規
模

開
発

地
に

対
し

て
は

、
「
境

川
流

域
整

備
計

画
」
に

定
め

る
流

出
抑

制
対

策
に

つ
い

て
、

指
導

及
び

対
策

を
実

施
す

る
。

・
開

発
行

為
に

つ
い

て
、

基
本

的
に

抑
制

を
図

り
、

や
む

を
得

な
い

場
合

は
従

前
と

同
様

の
代

替
措

置
（
開

発
規

模
別

必
要

対
策

量
を

確
保

）
を

講
じ

る
。

・
「
境

川
流

域
整

備
計

画
」
に

定
め

る
流

出
抑

制
対

策
に

つ
い

て
、

指
導

及
び

対
策

を
実

施
す

る
（
岐

阜
県

）
。

従
前

の
保

水
・
貯

留
機

能
を

回
復

す
べ

く
対

策
（
既

往
開

発
地

の
必

要
対

策
量

を
確

保
）
を

実
施

す
る

（
岐

阜
県

）
。

・
公

共
公

益
施

設
（
公

園
）
を

活
用

し
流

出
抑

制
施

設
を

整
備

す
る

（
岐

阜
市

）
。

・
「
境

川
流

域
整

備
計

画
」
に

定
め

る
流

域
抑

制
対

策
に

つ
い

て
、

指
導

及
び

対
策

を
実

施
す

る
（
各

務
原

市
）
。

・
校

庭
貯

留
施

設
　

平
場

面
積

 1
2
,0

0
0
㎡

（
オ

ン
サ

イ
ト

方
式

）
（
各

務
原

市
）
。

境
川

流
域

内
で

既
に

建
設

さ
れ

て
い

る
流

出
抑

制
施

設
に

つ
い

て
、

設
置

時
の

機
能

を
維

持
す

る
よ

う
、

管
理

者
へ

の
要

請
等

を
行

う
。

最
大

規
模

の
降

雨
を

対
象

と
し

た
浸

水
想

定
区

域
の

見
直

し
に

伴
う

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

見
直

し
を

行
う

。
ま

た
、

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

配
布

及
び

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
周

知
す

る
。

― ―

区
分

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

図
示

図
示

（
4

）
-

1
）

（
4

）
-

2
）

（
4

）
-

3
）

（
4

）
-

4
）

（
4

）
-

5
）

・
平

成
2
4
年

6
月

よ
り

、
大

雨
や

洪
水

に
関

す
る

危
険

情
報

を
メ

ー
ル

で
お

知
ら

せ
す

る
「
ぎ

ふ
河

川
情

報
ア

ラ
ー

ム
メ

ー
ル

」
の

運
用

を
開

始
。

平
成

2
4
年

9
月

に
は

、
新

た
に

土
砂

災
害

警
戒

情
報

と
県

管
理

道
路

の
通

行
規

制
情

報
を

追
加

し
、

「
ぎ

ふ
川

と
道

の
ア

ラ
ー

ム
メ

ー
ル

」
と

し
て

運
用

中
で

あ
る

。
今

後
も

継
続

的
に

情
報

配
信

を
行

う
（
岐

阜
県

）
。

・
国

土
交

通
省

水
管

理
・
国

土
保

全
局

の
「
携

帯
端

末
版

市
町

村
向

け
川

の
防

災
情

報
」
の

ア
ラ

ー
ム

メ
ー

ル
を

活
用

し
、

水
防

団
待

機
水

位
到

達
前

に
職

員
へ

ア
ラ

ー
ム

メ
ー

ル
を

送
信

す
る

（
岐

阜
市

）
。

・
国

土
交

通
省

の
携

帯
端

末
版

市
町

村
向

け
「
川

の
防

災
情

報
」
の

サ
ー

ビ
ス

を
活

用
し

て
、

早
い

タ
イ

ミ
ン

グ
で

ア
ラ

ー
ム

メ
ー

ル
を

受
信

す
る

。
特

に
大

雨
や

災
害

時

に
お

け
る

情
報

収
集

や
避

難
活

動
な

ど
に

つ
な

げ
る

（
各

務
原

市
）
。

― ―

図
示 ― ― ― ―

図
示
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3.6 効果 

浸水シミュレーション結果を基にした、対策実施前後の浸水予測結果を図 3.6 に示す。各対策

メニューを実行することにより、次の効果が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

・短期対策メニューの実施により、平成 20 年 8 月の豪雨に対して床上浸水を軽減する。 

・中期対策メニューの実施により、平成 20 年 8 月の豪雨に対して床上浸水を概ね解消する。 

・防災情報の拡充等により、地域住民の安心と安全の向上に寄与する。 
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Ｈ２０当時 

（Ｈ２０河道 上戸排水機場（現況）） 

【解析条件】 

境川河道：平成 20 年度時点の河道断面 

対象洪水：平成 20 年 8月 28日洪水 

【解析条件】 

境川河道：新橋（12.9k）までの河川改修（1/5 年整備断面）を実施 

     上戸排水機場の増強 

     暫定改修を実施 

対象洪水：平成 20年 8月 28 日洪水 

（
短
期
Ｒ 

ま
で
） 

5 

 

事業区間 L=17.9 ㎞ 

図 3.6 平成 20 年 8 月 28 日豪雨相当降雨時における浸水予測結果（対策実施前後） 

短期対策メニュー実施後 

（新橋まで改修＋上戸排水機場増強＋暫定改修） 

上戸排水機場 
増強 

P=20.2m3/s 

事業区間 L=17.9 ㎞ 
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図 3.7 平成 20 年 8 月 28 日豪雨相当降雨時における浸水予測結果（対策実施後） 

 

 

 

 

 

  

【解析条件】 

境川河道：三井川合流点（15.95k）までの河川改修（1/5 年整備断面）を実施 

     上戸排水機場の増強 

対象洪水：平成 20年 8月 28 日洪水 

事業区間 L=17.9 ㎞ 

中期対策メニュー実施後 

（三井川まで改修＋上戸排水機場増強） 

（
中
期 

概
ね 

年
間
） 

20 
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4. 浸水対策計画の進捗管理 
本計画に位置付けた対策は、現時点における社会情勢、財政状況等をふまえて検討した結果で

あり、計画策定後も引き続き、対策の進捗管理及び達成状況を確認し、必要に応じて本計画の見

直しを行う。 

4.1 各対策の整備スケジュール 

各対策の整備スケジュールを表 4.1 に示す。 
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表 4.1 整備スケジュール 

 

 

 

 

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 ８年目～

1）境川の河川改修 岐阜県

2）上戸排水機場の増強 岐阜県

3）暫定改修の実施 岐阜県

4）維持浚渫の実施 岐阜県

岐阜市

各務原市

①洪水浸水想定区域図の見直し、周知 岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県

各務原市

岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県

岐阜市

各務原市

事業者

(2)

支
川
整
備

1）高田地区の床上浸水対策事業

河
川
整
備

対策概要

(1)

具体的な対策

(4)

3）山崎頭首工
の弾力
運用

(3)

浸
水
被
害
軽
減
対
策

5）建築物等の耐水化

1）新規開発地の流出抑制対策

2）既往開発地の流出抑制対策

3）既設流出抑制施設の適切な維持管理

4）自然の持つ流出抑制機能の保全対策

③広報及び防災教育の充実

1）

防
災
情
報
の
事
前
周
知

2）

洪
水
時
の
情
報
収
集
・
伝
達
の
確
保

山崎頭首工の弾力運用

④アラームメールの運用

③情報カメラの設置

①きめ細かな河川情報の提供

②「川の防災情報」を活用した
　　　　　　　　　　　　積極的な情報配信

②洪水ハザードマップの見直し、周知

流
出
抑
制
対
策

特殊堤

上戸排水機場

特殊堤

運用開始

要領改訂検討

短期 ： 新橋まで

中期 ： 三井川合流まで

継続実施

フェンス等

境川公表予定

他河川見直し・公表予定

見直し

周知

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

（貯留施設の施工 各務原市）

継続実施

民間開発施設維持管理方法の検討

民間開発施設維持管理方法の運用

継続実施

継続実施

概ね20年間

継続・随時見直し
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4.2 進捗管理 

本計画に位置付けた対策は、現時点において検討した結果であり、実際に対象とする期間まで

に、確実に対策を完了するためには、次のことが不可欠である。 

 

 採用した対策メニューの実施方法の精査や検討 

 各機関間における調整と連携 

 地域住民への協力要請等 

 

しかしながら、中期的なスパンでは、社会情勢や財政状況等の不確定な要素が多い。したがっ

て、当面の対応としては、短期的な進捗を管理することとし、計画策定後も引き続き検討会を開

催し、PDCA サイクルに従って対策の進捗管理及び達成状況を確認するとともに、必要に応じて

本計画の見直しを行うこととする。 

 

① 計画の策定（PLAN） 

境川上流域の浸水被害に対する要因を様々な視点から分析・整理し、これを解消及び

軽減するための対策メニューを管理・提示し、浸水対策計画の策定を行う。 

 

② 計画の運用・実施（DO） 

目標の達成を目指し、県、市の各機関と住民等が連携し、一体となって対策を実施し

ていく。 

 

③ 進捗状況の確認・評価（CHECK） 

毎年、年度初めに前年度までの進捗状況と当年度の対策予定を確認する等、対策実施

状況の確認・評価を行うとともに、より早い効果発現のための最新情報を共有する。ま

た、確実な対策実施のために、課題の抽出を行う。 

 

④ 改善の検討（ACTION） 

③にて抽出した課題に対する対策を検討し、適時、計画の見直し・改善を行う。 

 

図 4.1 PDCA サイクルのイメージ 
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資料１ 境川上流部浸水対策一覧表 
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境川上流部浸水対策一覧表

（1）-1） 岐阜県

短期：新橋
まで
（12.9k）
中期：三井
川合流まで
（15.95k）

境川の河川改修 河積拡大による水位の低減。

短期としては、新橋（12.9k）までの区間の整備を行うとともに、今後
の円滑な事業展開に向け、上流区間の用地買収等に前倒し着手す
る。中期としては、三井川合流（15.95k）までの区間の整備を行う。

河道掘削、築堤、橋梁架替　等。

・施工は渇水期間に実施。

・設計計画
・補償交渉
・用地買収
・施工　等

・短期：新橋まで（H29～R5）
・中期：三井川合流まで（概ね20
年間）

p.32

（1）-2） 岐阜県
各務原市上
戸町　地内

上戸排水機場の
増強

各務原市前渡地区の流域分離による境
川本川の負担軽減。

上戸排水機場のﾎﾟﾝﾌﾟ増強（10.1 /s→20.2 /s）により、洪水時に
各務原市前渡地区を境川流域から完全分離することにより、境川へ
の雨水の流入を減らし浸水被害の軽減を図る。

上戸排水機場　　ポンプ増強（10.1 /s→20.2 /s）
　　　　　　　　　　　主原動機、除塵機、操作機器等
上戸サイフォンゲート　新設
中屋サイフォンゲート　新設

・前渡地区の流域分離の実施にあた
り、排水先となる新境川の新那加橋
周辺の余裕高不足区間に特殊堤等
の設置が必要。
　工事施工　H28～H29

・上戸排水機場施工(H29～R2)
・新境川特殊堤施工(H29)

p.33

（1）-3） 岐阜県

13.850k～
13.975k左岸
付近、
14.050k～
14.175k左岸
付近、
14.275k～
14.325k左岸
付近

暫定改修の実施 河積拡大による水位の低減。
狭窄部や急縮急拡部等で改修効果が大きく、かつ用地リスクが小さ
く早期の工事着手が可能な箇所を抽出し、整備計画のメニューを先
行実施する。

・令和4年度に計画変更。（緊急掘削
→暫定改修）

暫定改修施工(R5～) p.34

（1）-4） 岐阜県
三井川合流
部　他 維持浚渫の実施 適切な維持管理による水位上昇の抑制。

・堆積土砂の撤去等の対策により、流下能力の確保を図る。
・局部的な堆積土砂の撤去。

・継続的な河川の監視を行い、施工
区間を検討する。

継続実施 p.35

岐阜市

岐阜市高田
４丁目、高
田５丁目
地内

各務原市
各務原市那
加日新町１
丁目　地内

① 岐阜県 境川流域
洪水浸水想定区
域図の見直し、周
知

防災情報の周知による迅速かつ安全な避
難を促進。

最大規模の降雨を対象として、洪水浸水想定区域図を見直し、広く
一般に周知する。

・境川流域については、H17年度に公
表したものをH28年度に見直しを実
施。H29年度に公表を予定。
・岐阜市、各務原市内の他の河川の
見直し、公表はH29～R1年度を予定。

・境川の洪水浸水想定区域図公
表予定(H29）
・他河川の洪水浸水想定区域図
見直し・公表予定(H29～R1）

p.37

岐阜市

各務原市

岐阜県 管内全域
防災に関する説明・紹介をする多種多様な出前講座等を実施し、防
災知識等の普及・啓発に努める。

－

岐阜市 市内全域

・防災に関する説明・紹介をする多種多様な出前講座等を実施し、
防災知識等の普及・啓発に努める。
・広報ぎふやホームページに災害時の留意点などを掲載し広報す
る。

・小中学校の防災教育においては、
自主防災組織など地域との連携を図
る。

各務原市 市内全域

・広報紙や自治会回覧・ホームページなどにより防災訓練の開催を
周知し、市民参加型の防災訓練を実施する。
・ＳＮＳなどを利用して防災情報を発信し、若者や家族への参加を促
す。
・自治会による自主防災訓練に中学生や高校生の参加を呼びかけ
地域防災の担い手を育成する。

・地域防災の担い手不足
・中高校生の積極的な参加

岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県 県内全域
「岐阜県　川の防災情報」による雨量、水位等の情報をインターネッ
トによりリアルタイムで配信する。

・観測、通信機器の適切な維持管理
が必要。

岐阜市 市内全域
「岐阜県　川の防災情報」により避難勧告などの発令を判断し、防災
行政無線や緊急速報メールなどにより防災情報を提供する。

－

各務原市 市内全域

・「岐阜県　川の防災情報」を活用して、雨量や水位、河川画像など
の情報収集につなげる。
・リアルタイムの防災情報を収集し、水防活動や避難時の判断基準
に役立てる。

境川の治水対策として、各務原市は
岐阜県から上戸排水機場の操作及び
維持管理業務を委託されており、境
川の洪水時には、「岐阜県　川の防災
情報」を活用して、排水機場のゲート
操作により、新境川へ強制排水し、流
域分離を行っている。また、平成35年
度までに岐阜県において上戸排水機
場の増強が計画されており、ゲート操
作方法など検討が必要となる。

岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県 県内全域

平成24年6月より、大雨や洪水に関する危険情報をメールでお知ら
せする「ぎふ河川情報アラームメール」の運用を開始。平成24年9月
には、新たに土砂災害警戒情報と県管理道路の通行規制情報を追
加し、「ぎふ川と道のアラームメール」として運用中である。今後も継
続的に情報配信を行う。

・氾濫危険水位の見直し等により、ア
ラームの設定水位の見直し、再設定
が必要となる。

岐阜市 ―
国土交通省水管理・国土保全局の「携帯端末版市町村向け川の防
災情報」のアラームメールを活用し、水防団待機水位到着前に職員
へアラームメールを送信する。

・氾濫危険水位の見直し等により、ア
ラームの設定水位の見直し、再設定
が必要となる。

各務原市 ―
国土交通省の携帯端末版市町村向け「川の防災情報」のサービス
を活用して、早いタイミングでアラームメールを受信する。特に大雨
や災害時における情報収集や避難活動などにつなげる。

・氾濫危険水位の見直し等により、ア
ラームの設定水位の見直し、再設定
が必要となる。
・各務原市内を流れる国管理の木曽
川や県管理の境川・新境川などの雨
量や水位・カメラ画像のリアルタイム
な防災情報を活用し、水防活動や避
難時の判断基準に役立てる。

岐阜県

各務原市

内容 留意点
実施時期
（予定）

備考
個表
該当

ページ

(1)

河
川
整
備

区
分

No. 事業主体
対象
地区

対策名称 目的

・水路改良（岐阜市）：H28完了
・特殊堤設置（Ｈ29～Ｈ30）
・フェンス等設置（Ｈ29～Ｈ31）

p.36

(3)

浸
水
被
害
軽
減
対
策

1）

防
災
情
報
の
事
前
周
知

② 境川流域
洪水ハザードマッ
プの見直し、周知

(2)

支
川
整
備

(2)-1）
高田地区の床上
浸水対策事業

高田地区内の浸水被害の軽減。
・三井川の溢水対策として特殊堤を設置する。（岐阜市・各務原市）
・浸水時における避難路の安全確保のため、開水路沿いにフェンス
等を設置する。（岐阜市）

③
広報及び防災教
育の充実

啓発活動による住民の防災意識の向上。 継続実施 p.39

防災情報の周知による迅速かつ安全な避
難を促進。

最大規模の降雨を対象とした浸水想定区域の見直しに伴う洪水ハ
ザードマップの見直しを行う。また、洪水ハザードマップを配布及び
ホームページに掲載し周知する。

・ハザードマップの見直しには、対象
河川の 洪水浸水想定区域図の見直
しが必要であるため、岐阜県が行う浸
水想定区域図の公表以降となる。
・ハザードマップは複数の河川を対象
として作成されることから、境川以外
の河川の洪水浸水想定区域図の公
表が遅れる場合、ハザードマップの作
成が遅れる場合がある。
・岐阜市、各務原市内の他の河川の
浸水想定区域図の見直し、公表は
H29～R1年度を予定。

・ハザードマップ見直し予定(R2）
・洪水ハザードマップの周知
(R3～)

p.38

・洪水時のきめ細かい情報の発信に
は、洪水浸水想定区域図作成の際に
用いる、はん濫ﾌﾞﾛｯｸ分割図を用いる
ことから、浸水想定区域図の見直しに
伴い、情報の提供も見直しが必要と
なる。
・伝達先一覧及び避難体制整理表の
時点修正が必要となる。

継続・随時見直し p.40

②
「川の防災情報」を
活用した積極的な
情報配信

リアルタイムの防災情報を活用し、迅速か
つ安全な避難を促進。

継続実施 p.41

① 境川流域
きめ細かな河川情
報の提供

きめ細かな河川情報に基づく、的確な避
難勧告発令への備え。

・氾濫が想定される地域毎に、詳細な危険水位を設定。
・伝達先一覧及び避難体制整理表の整備と関係者間での情報共
有。
・洪水時には、危険な地区を特定してきめ細かく情報提供を実施。

避難活動や水防活動が速やかに実施できるように、既設の河川情
報カメラの情報を活用するとともに、浸水実績のある高田地区・蔵前
地区・領下地区に河川情報カメラの設置を検討する。

・水防警報発表基準点や近年浸水被
害があるなど優先度の高い箇所につ
いて、洪水時の河川の状況を視覚的
に瞬時に把握できるよう、整備を検討
し進めていく。

継続実施 p.42

④
アラームメールの
運用

リアルタイムの防災情報を活用し、迅速か
つ安全な避難を促進。

継続実施

③ 境川流域 情報カメラの設置
リアルタイムの防災情報を活用し、迅速か
つ安全な避難を促進。

p.43

3）山崎頭
首工の弾力

運用
（3）-3）

・各務原市
那加東野町
2丁目200
番地内

山崎頭首工の弾
力運用

適切なゲート操作により、境川への流入を
抑制。

・台風到来時など事前に大雨が想定される場合に、分水ゲートをあ
らかじめ閉鎖できるよう、操作要領の改訂などの検討を行う。
・上戸排水機場の運用と同様に岐阜土木事務所長の指示により分
水ゲートの操作を行う。

・各務原市内の新境川においては、
慢性的に浸水被害が発生している場
所があるため、注意が必要である。
・各務原市農政課〔分水ゲート管理
者〕との調整

・要領改訂検討(H29)
・運用開始(H30～)

2）

洪
水
時
の
情
報
収
集
・
伝
達
の
確
保

p.44
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内容 留意点
実施時期
（予定）

備考
個表
該当

ページ

区
分

No. 事業主体
対象
地区

対策名称 目的

岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県

境川流域内
（保水地
域、低地地
域）

流域対策による流出抑制。

・「境川流域整備計画」に定める流出抑制対策について、指導及び
対策を実施する。
・従前の保水・貯留機能を回復すべく対策（既往開発地の必要対策
量を確保）を実施する。

［保水地域における既往開発地]
・主として、既成市街地。
・失われた保水機能の回復を行うた
め、貯留を主とした流出抑制
  施設を設置する地域。
・地質条件等から、浸透が有効な場
合は、浸透機能を活かした
  流出抑制施設を設置する地域。
[低地地域における既往開発地]
・主として、既成市街地。
・失われた貯留機能の回復を行うた
め、貯留を主とした流出抑制
  施設を設置する地域。

継続実施 p.46

岐阜市
岐阜市の境
川流域内の
公園

公園貯留による流出抑制。 公共公益施設（公園）を活用し流出抑制施設を整備する。
・H28年度に公園貯留施設整備計画
を策定し整備順序を決定する。
・校庭貯留施設：H22完了

継続実施 p.47

各務原市

・各務原市
上戸町5丁
目40番地
（稲羽中学
校）

校庭貯留による流出抑制。

「境川流域整備計画」に定める流域抑制対策について、指導及び対
策を実施する。

・校庭貯留施設　平場面積 12,000㎡（オンサイト方式）

－ ・貯留施設施工（Ｈ29） p.48

岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県

岐阜市

各務原市

岐阜県

岐阜市

各務原市

(4)

流
出
抑
制
対
策

（4）-1）

境川流域内
（保水地

域、低地地
域）

新規開発地の流
出抑制対策

流域対策による流出抑制。

・新規開発地のうち大規模開発地に対しては、「境川流域整備計画」
に定める流出抑制対策について、指導及び対策を実施する。
・開発行為について、基本的に抑制を図り、やむを得ない場合は従
前と同様の代替措置（開発規模別必要対策量を確保）を講じる。

［保水地域における新規開発地]
・主として、市街化区域内の未開発
地。
・従前の保水機能の減少に対する保
全対策のため貯留を主とし
 て流出抑制施設を設置する地域。
・地質条件等から、浸透が有効な場
合は、浸透機能を活かした
  流出抑制施設を設置する地域。
[低地地域における新規開発地]
・主として、市街化区域内の未開発
地。
・従前の貯留機能の減少に対する保
全対策のため貯留を主とし
 て流出抑制施設を設置する地域。

継続実施 p.45

（4）-2）
既往開発地の流
出抑制対策

（4）-3） 境川流域内
既設流出抑制施
設の適切な維持管
理

施設の適切な維持管理による流出抑制機
能の維持。

境川流域内で既に建設されている流出抑制施設について、設置時
の機能を維持するよう、管理者への要請等を行う。

・現在、雨水貯留施設の設置が完了
した公共公益施設については、毎年
点検を実施し、その点検結果により、
施設機能維持が図られている。
・民間開発に伴う、雨水貯留施設つい
ては、都市計画法の32条同意による
協力依頼となっている。設置および以
降の管理について、その確認方法、
管理方法を検討する必要がある。

・公共公益施設、維持管理
　出水期前点検、清掃
　継続実施
・民間開発地施設維持管理
　方法の検討（H29）
・民間開発地施設維持管理
　方法の運用（H30～）

p.49

（4）-4）

境川流域内
（保水地
域、遊水地
域、低地地
域）

自然の持つ流出
抑制機能の保全
対策

市街地の無秩序な拡大を極力抑え、自然
の持つ流出抑制機能の保全。

「境川流域整備計画」に定める流出抑制機能の保全対策について、
指導及び対策を実施する。
・市街化調整区域の保持
・都市計画法以外の法令、指導等による流出抑制機能の保全
・農地の保全及び営農環境改善
・盛土の抑制

－ 継続実施

p.51

p.50

（4）-5）
境川流域内
（低地地
域）

建築物等の耐水
化

建築物等の耐水化による、洪水被害の未
然防止及び軽減。

・「境川流域整備計画」に定める建築物の耐水化について、指導及
び対策を実施する。
・自治体の対策等により宅地化等に伴う盛土高の指導、防水扉の設
置などを行うとともに、ピロティ建築の促進を図る。
・浸水被災地域で建築行為や開発行為の計画がある場合に過去の
被災状況を情報提供し、注意喚起する。

・洪水浸水想定区域図の見直しが行
われる中で、家屋倒壊等氾濫想定区
域が示される事も含め、耐水化にか
かる方法、指導内容等について、関
係各所と具体的な調整が必要とな
る。
　

継続実施
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）

（1
）
-1

）
境

川
の

河
川

改
修

岐
阜

県

(3
)内

容

（留
意

点
）

・施
工

は
渇

水
期

間
に

実
施

。

(1
)目

的

(2
)位

置

河
積

拡
大

に
よ

る
水

位
の

低
減

。

短
期

と
し

て
は

、
新

橋
（1

2
.9

k）
ま

で
の

区
間

の
整

備
を

行
う

と
と

も
に

、
今

後
の

円
滑

な
事

業
展

開
に

向
け

、
上

流
区

間
の

用
地

買
収

等
に

前
倒

し
着

手
す

る
。

中
期

と
し

て
は

、
三

井
川

合
流

（1
5.

95
k）

ま
で

の
区

間
の

整
備

を
行

う
。

河
道

掘
削

、
築

堤
、

橋
梁

架
替

　
等

。

短
期

：
新

橋
ま

で
（1

2.
9k

）
中

期
：
三

井
川

合
流

ま
で

（
15

.9
5k

）

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目

R3
5年

目
R4

6 年
目

R5
7年

目

R6
以

降

8 年
目

以
降

・
設

計
計

画

・
補

償
交

渉

・
用

地
買

収

・
施

工
等

短
期

：
新

橋
ま

で

中
期

：
三

井
川

合
流

ま
で

（
概

ね
20

年
間

）

（整
備

計
画

）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）

（1
）
-2

）
上

戸
排

水
機

場
の

増
強

岐
阜

県

（留
意

点
）

・前
渡

地
区

の
流

域
分

離
の

実
施

に
あ

た
り

、
排

水
先

と
な

る
新

境
川

の
新

那
加

橋
周

辺
の

余
裕

高
不

足
区

間
に

特
殊

堤
等

の
設

置
が

必
要

。
　

工
事

施
工

　
H

2
8～

H
29

(3
)内

容

(1
)目

的

(2
)位

置

各
務

原
市

前
渡

地
区

の
流

域
分

離
に

よ
る

境
川

本
川

の
負

担
軽

減
。

各
務

原
市

上
戸

町
　

地
内

上
戸

排
水

機
場

の
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ増

強
（
10

.1
 

/s
→

20
.2

 
/s

）に
よ

り
、

洪
水

時
に

各
務

原
市

前
渡

地
区

を
境

川
流

域
か

ら
完

全
分

離
す

る
こ

と
に

よ
り

、
境

川
へ

の
雨

水
の

流
入

を
減

ら
し

浸
水

被
害

の
軽

減
を

図
る

。

上
戸

排
水

機
場

　
　

ポ
ン

プ
増

強
（1

0.
1 

/s
→

20
.2

 
/s

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

主
原

動
機

、
除

塵
機

、
操

作
機

器
等

上
戸

サ
イ

フ
ォ

ン
ゲ

ー
ト

　
新

設
中

屋
サ

イ
フ

ォ
ン

ゲ
ー

ト
　

新
設

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目

R3
5 年

目
R4

6 年
目

R5
7 年

目

R6
以

降

8年
目

以
降

上
戸

排
水

機
場

施
工

新
境

川

特
殊

堤
施

工

（整
備

計
画

）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）

（
1
）
-
3
）

暫
定

改
修

の
実

施
岐

阜
県

（
留

意
点

）
・
令

和
4
年

度
に

計
画

変
更

。
（
緊

急
掘

削
→

暫
定

改
修

）

(3
)内

容

(1
)目

的

(2
)位

置

河
積

拡
大

に
よ

る
水

位
の

低
減

。

狭
窄

部
や

急
縮

急
拡

部
等

で
改

修
効

果
が

大
き

く
、

か
つ

用
地

リ
ス

ク
が

小
さ

く
早

期
の

工
事

着
手

が
可

能
な

箇
所

を
抽

出
し

、
整

備
計

画
の

メ
ニ

ュ
ー

を
先

行
実

施
す

る
。

1
3
.8

50
k～

1
3
.9

75
k左

岸
付

近
、

1
4
.0

5
0
k～

1
4
.1

7
5
k左

岸
付

近
、

1
4
.2

75
k～

1
4
.3

25
k左

岸
付

近

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30 2年

H
31

3年
目

H
32

4年
目

H
33

5年
目

H
34 6年

H
35

7年
目

H
36

以
降

8年
目

以
降

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6年

目

R5
7年

目
R6

以
降

8年
目

以
降

設
計

計
画

（計
画

見
直

し
）

（整
備

計
画

）

暫
定

改
修
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）

（
1
）
-
4
）

維
持

浚
渫

の
実

施
岐

阜
県

（
留

意
点

）
・
継

続
的

な
河

川
の

監
視

を
行

い
、

施
工

区
間

を
検

討
す

る
。

・
堆

積
土

砂
の

撤
去

等
の

対
策

に
よ

り
、

流
下

能
力

の
確

保
を

図
る

。
・
局

部
的

な
堆

積
土

砂
の

撤
去

。

(1
)目

的

(2
)位

置

(3
)内

容

三
井

川
合

流
部

　
他

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
る

水
位

上
昇

の
抑

制
。

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30 2年

H
31

3 年
目

H
32

4 年
目

H
33

5年
目

H
34 6年

H
35

7年
目

H
29

1 年
目

H
30

2 年
目

R1
3 年

目

R2
4 年

目
R3

5年
目

R4
6 年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8 年
目

以
降

維
持

浚
渫

施
工

継
続

実
施

（整
備

計
画

）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）
岐

阜
市

各
務

原
市

岐
阜

市
高

田
４

丁
目

、
高

田
５

丁
目

　
地

内
各

務
原

市
那

加
日

新
町

１
丁

目
　

地
内

（留
意

点
）

・水
路

改
良

（岐
阜

市
）：

H
28

完
了

・ポ
ン

プ
設

置
（岐

阜
市

）：
H

28
完

了
・三

井
川

浚
渫

（岐
阜

市
） 

：H
27

完
了

・三
井

川
の

溢
水

対
策

と
し

て
特

殊
堤

を
設

置
す

る
。

（岐
阜

市
・各

務
原

市
）

・浸
水

時
に

お
け

る
避

難
路

の
安

全
確

保
の

た
め

、
開

水
路

沿
い

に
フ

ェ
ン

ス
等

を
設

置
す

る
。

（岐
阜

市
）

(3
)内

容

高
田

地
区

内
の

浸
水

被
害

の
軽

減
。

（2
）-

1）
高

田
地

区
の

床
上

浸
水

対
策

事
業

(1
)目

的

(2
)位

置

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8年
目

以
降

特
殊

堤
設

置

フ
ェ

ン
ス

等
設

置

凡
例

特
殊

堤
設

置

フ
ェ

ン
ス

等
設

置

水
路

改
良

(H
28

完
了

)

三
井

川
浚

渫
(H
27

完
了

)

ポ
ン

プ
設

置
(H
28

完
了

)

（
整

備
計

画
）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）

（
3
）
-
1
）

-
①

洪
水

浸
水

想
定

区
域

図
の

見
直

し
、

周
知

岐
阜

県

境
川

流
域

（
留

意
点

）
・
境

川
流

域
に

つ
い

て
は

、
H

1
7
年

度
に

公
表

し
た

も
の

を
H

2
8
年

度
に

見
直

し
を

実
施

。
H

2
9
年

度
に

公
表

を
予

定
。

・
岐

阜
市

、
各

務
原

市
内

の
他

の
河

川
の

見
直

し
、

公
表

は
H

2
9
～

R
1
年

度
を

予
定

。

最
大

規
模

の
降

雨
を

対
象

と
し

て
、

洪
水

浸
水

想
定

区
域

図
を

見
直

し
、

広
く
一

般
に

周
知

す
る

。

(1
)目

的

(2
)位

置

(3
)内

容

防
災

情
報

の
周

知
に

よ
る

迅
速

か
つ

安
全

な
避

難
を

促
進

。

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30 2年

H
31

3年
目

H
32

4年
目

H
33

5年
目

H
34 6年

H
35

7年
目

H
36

以
降

8 年
目

以
降

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8年
目

以
降

境
川

の
洪

水
浸

水

想
定

区
域

図

公
表

予
定

他
河

川
の

洪
水

浸
水

想
定

区
域

図

見
直

し
・公

表
予

定

（整
備

計
画

）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）
岐

阜
市

各
務

原
市

境
川

流
域

平
成

1
9
年

　
岐

阜
市

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
H

2
7
 岐

阜
市

総
合

防
災

安
心

読
本

（
留

意
点

）

（
3
）
-
1
）

-
②

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

見
直

し
、

周
知

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
見

直
し

に
は

、
対

象
河

川
の

 洪
水

浸
水

想
定

区
域

図
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る
た

め
、

岐
阜

県
が

行
う

浸
水

想
定

区
域

図
の

公
表

以
降

と
な

る
。

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

は
複

数
の

河
川

を
対

象
と

し
て

作
成

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

境
川

以
外

の
河

川
の

洪
水

浸
水

想
定

区
域

図
の

公
表

が
遅

れ
る

場
合

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
が

遅
れ

る
場

合
が

あ
る

。
・
岐

阜
市

、
各

務
原

市
内

の
他

の
河

川
の

浸
水

想
定

区
域

図
の

見
直

し
、

公
表

は
H

2
9
～

R
1
年

度
を

予
定

。

(1
)目

的
防

災
情

報
の

周
知

に
よ

る
迅

速
か

つ
安

全
な

避
難

を
促

進
。

(2
)位

置

(3
)内

容
最

大
規

模
の

降
雨

を
対

象
と

し
た

浸
水

想
定

区
域

の
見

直
し

に
伴

う
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
見

直
し

を
行

う
。

ま
た

、
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
配

布
及

び
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
周

知
す

る
。

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30 2年

H
31

3 年
目

H
32

4 年
目

H
33

5年
目

H
34 6年

H
35

7年
目

H
36

以
降

8年
目

以
降

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8年
目

以
降

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ

見
直

し
予

定

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

周
知

（整
備

計
画

）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）
岐

阜
県

岐
阜

市
各

務
原

市

啓
発

活
動

に
よ

る
住

民
の

防
災

意
識

の
向

上
。

・
管

内
全

域
（
岐

阜
県

）
・
市

内
全

域
（
岐

阜
市

、
各

務
原

市
）

（
留

意
点

）
（
岐

阜
市

）
・
小

中
学

校
の

防
災

教
育

に
お

い
て

は
、

自
主

防
災

組
織

な
ど

地
域

と
の

連
携

を
図

る
。

（
各

務
原

市
）

・
地

域
防

災
の

担
い

手
不

足
・
中

高
校

生
の

積
極

的
な

参
加

広
報

及
び

防
災

教
育

の
充

実
（
3
）
-
1
）

-
③

(3
)内

容

(1
)目

的

(2
)位

置

・
防

災
に

関
す

る
説

明
・
紹

介
を

す
る

多
種

多
様

な
出

前
講

座
等

を
実

施
し

、
防

災
知

識
等

の
普

及
・
啓

発
に

努
め

る
（
岐

阜
県

、
岐

阜
市

）
。

・
広

報
ぎ

ふ
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
災

害
時

の
留

意
点

な
ど

を
掲

載
し

広
報

す
る

（
岐

阜
市

）。
・
広

報
紙

や
自

治
会

回
覧

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
に

よ
り

防
災

訓
練

の
開

催
を

周
知

し
、

市
民

参
加

型
の

防
災

訓
練

を
実

施
す

る
（
各

務
原

市
）
。

・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

な
ど

を
利

用
し

て
防

災
情

報
を

発
信

し
、

若
者

や
家

族
へ

の
参

加
を

促
す

（
各

務
原

市
）
。

・
自

治
会

に
よ

る
自

主
防

災
訓

練
に

中
学

生
や

高
校

生
の

参
加

を
呼

び
か

け
地

域
防

災
の

担
い

手
を

育
成

す
る

（
各

務
原

市
）
。

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30 2年

H
31

3 年
目

H
32

4 年
目

H
33

5年
目

H
34 6年

H
35

7年
目

H
36

以
降

8年
目

以
降

H
29

1 年
目

H
30

2 年
目

R1
3 年

目

R2
4 年

目
R3

5年
目

R4
6 年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8 年
目

以
降

・
広

報

・
防

災
教

育

・
防

災
訓

練

・
出

前
講

座

等

継
続

実
施

小
学

校
で

の
総

合
学

習
に

お
け

る
防

災
教

育
の

実
施

事
例

（H
26

年
度

岐
阜

土
木

事
務

所
実

施
）

（
各

務
原

市
）

出
前

講
座

（
岐

阜
市

）

防
災

教
育

(小
学

生
に

よ
る
D
IG
)（

岐
阜

市
）

（
整

備
計

画
）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）
岐

阜
県

岐
阜

市
各

務
原

市

（
留

意
点

）

（
3
）
-
2
）

-
①

き
め

細
か

な
河

川
情

報
の

提
供

・
洪

水
時

の
き

め
細

か
い

情
報

の
発

信
に

は
、

洪
水

浸
水

想
定

区
域

図
作

成
の

際
に

用
い

る
、

は
ん

濫
ﾌ
ﾞﾛ

ｯｸ
分

割
図

を
用

い
る

こ
と

か
ら

、
浸

水
想

定
区

域
図

の
見

直
し

に
伴

い
、

情
報

の
提

供
も

見
直

し
が

必
要

と
な

る
。

・
伝

達
先

一
覧

及
び

避
難

体
制

整
理

表
の

時
点

修
正

が
必

要
と

な
る

。

・
氾

濫
が

想
定

さ
れ

る
地

域
毎

に
、

詳
細

な
危

険
水

位
を

設
定

。
・
伝

達
先

一
覧

及
び

避
難

体
制

整
理

表
の

整
備

と
関

係
者

間
で

の
情

報
共

有
。

・
洪

水
時

に
は

、
危

険
な

地
区

を
特

定
し

て
き

め
細

か
く
情

報
提

供
を

実
施

。

(1
)目

的

(2
)位

置

(3
)内

容

き
め

細
か

な
河

川
情

報
に

基
づ

く
、

的
確

な
避

難
勧

告
発

令
へ

の
備

え
。

境
川

流
域

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30 2年

H
31

3 年
目

H
32

4 年
目

H
33

5年
目

H
34 6年

H
35

7年
目

H
36

以
降

8年
目

以
降

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8 年
目

以
降

き
め

細
か

な

河
川

情
報

の

提
供

継
続

・随
時

見
直

し

（整
備

計
画

）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）
岐

阜
県

岐
阜

市
各

務
原

市

（
留

意
点

）

（
3
）
-
2
）

-
②

「
川

の
防

災
情

報
」
を

活
用

し
た

積
極

的
な

情
報

配
信

リ
ア

ル
タ

イ
ム

の
防

災
情

報
を

活
用

し
、

迅
速

か
つ

安
全

な
避

難
を

促
進

。

県
内

全
域

（
岐

阜
県

）

・
観

測
、

通
信

機
器

の
適

切
な

維
持

管
理

が
必

要
（
岐

阜
県

）
。

・
境

川
の

治
水

対
策

と
し

て
、

各
務

原
市

は
岐

阜
県

か
ら

上
戸

排
水

機
場

の
操

作
及

び
維

持
管

理
業

務
を

委
託

さ
れ

て
お

り
、

境
川

の
洪

水
時

に
は

、
「
岐

阜
県

　
川

の
防

災
情

報
」

を
活

用
し

て
、

排
水

機
場

の
ゲ

ー
ト

操
作

に
よ

り
、

新
境

川
へ

強
制

排
水

し
、

流
域

分
離

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

令
和

5
年

度
ま

で
に

岐
阜

県
に

お
い

て
上

戸
排

水
機

場
の

増
強

が
計

画
さ

れ
て

お
り

、
ゲ

ー
ト

操
作

方
法

な
ど

検
討

が
必

要
と

な
る

（
各

務
原

市
）
。

(1
)目

的

市
内

全
域

（
岐

阜
市

、
各

務
原

市
）

(3
)内

容

(2
)位

置

・
「
岐

阜
県

　
川

の
防

災
情

報
」
に

よ
る

雨
量

、
水

位
等

の
情

報
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
り

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
配

信
す

る
（
岐

阜
県

）
。

・
「
岐

阜
県

　
川

の
防

災
情

報
」
に

よ
り

避
難

勧
告

な
ど

の
発

令
を

判
断

し
、

防
災

行
政

無
線

や
緊

急
速

報
メ

ー
ル

な
ど

に
よ

り
防

災
情

報
を

提
供

す
る

（
岐

阜
市

）。
・
「
岐

阜
県

　
川

の
防

災
情

報
」
を

活
用

し
て

、
雨

量
や

水
位

、
河

川
画

像
な

ど
の

情
報

収
集

に
つ

な
げ

る
（
各

務
原

市
）。

・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
の

防
災

情
報

を
収

集
し

、
水

防
活

動
や

避
難

時
の

判
断

基
準

に
役

立
て

る
（
各

務
原

市
）
。

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30 2年

H
31

3 年
目

H
32

4 年
目

H
33

5年
目

H
34 6年

H
35

7年
目

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6年

目

R5
7年

目
R6

以
降

8年
目

以
降

「岐
阜

県
川

の
防

災
情

報
」に

よ
る

情

報
提

供

継
続

実
施

「岐
阜

県
川

の
防

災
情

報
」
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ

防
災

行
政

無
線

（
岐

阜
市

）
緊

急
速

報
メ

ー
ル

（
岐

阜
市

）

（
ぎ

ふ
川

と
道

の
ア

ラ
ー

ム
メ

ー
ル

）

（整
備

計
画

）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）
岐

阜
県

岐
阜

市
各

務
原

市

境
川

流
域

（
留

意
点

）

（
3
）
-
2
）

-
③

情
報

カ
メ

ラ
の

設
置

・
水

防
警

報
発

表
基

準
点

や
近

年
浸

水
被

害
が

あ
る

な
ど

優
先

度
の

高
い

箇
所

に
つ

い
て

、
洪

水
時

の
河

川
の

状
況

を
視

覚
的

に
瞬

時
に

把
握

で
き

る
よ

う
、

整
備

を
検

討
し

進
め

て
い

く
。

避
難

活
動

や
水

防
活

動
が

速
や

か
に

実
施

で
き

る
よ

う
に

、
既

設
の

河
川

情
報

カ
メ

ラ
の

情
報

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

浸
水

実
績

の
あ

る
高

田
地

区
・
蔵

前
地

区
・
領

下
地

区
に

河
川

情
報

カ
メ

ラ
の

設
置

を
検

討
す

る
。

(3
)内

容

(1
)目

的

(2
)位

置

リ
ア

ル
タ

イ
ム

の
防

災
情

報
を

活
用

し
、

迅
速

か
つ

安
全

な
避

難
を

促
進

。

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30 2年

H
31

3 年
目

H
32

4 年
目

H
33

5年
目

H
34 6年

H
35

7年
目

H
36

以
降

8年
目

以
降

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8 年
目

以
降

情
報

ｶ
ﾒ
ﾗ

設
置

検
討

施
工

継
続

実
施

（整
備

計
画

）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）
岐

阜
県

岐
阜

市
各

務
原

市

県
内

全
域

（
岐

阜
県

）

（
留

意
点

）
・
氾

濫
危

険
水

位
の

見
直

し
等

に
よ

り
、

ア
ラ

ー
ム

の
設

定
水

位
の

見
直

し
、

再
設

定
が

必
要

と
な

る
（
岐

阜
県

、
岐

阜
市

、
各

務
原

市
）
。

・
各

務
原

市
内

を
流

れ
る

国
管

理
の

木
曽

川
や

県
管

理
の

境
川

・
新

境
川

な
ど

の
雨

量
や

水
位

・
カ

メ
ラ

画
像

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
な

防
災

情
報

を
活

用
し

、
水

防
活

動
や

避
難

時
の

判
断

基
準

に
役

立
て

る
（
各

務
原

市
）。

(3
)内

容

(1
)目

的

ア
ラ

ー
ム

メ
ー

ル
の

運
用

（
3
）
-
2
)

-
④

(2
)位

置

・
平

成
2
4
年

6
月

よ
り

、
大

雨
や

洪
水

に
関

す
る

危
険

情
報

を
メ

ー
ル

で
お

知
ら

せ
す

る
「
ぎ

ふ
河

川
情

報
ア

ラ
ー

ム
メ

ー
ル

」
の

運
用

を
開

始
。

平
成

2
4
年

9
月

に
は

、
新

た
に

土
砂

災
害

警
戒

情
報

と
県

管
理

道
路

の
通

行
規

制
情

報
を

追
加

し
、

「
ぎ

ふ
川

と
道

の
ア

ラ
ー

ム
メ

ー
ル

」
と

し
て

運
用

中
で

あ
る

。
今

後
も

継
続

的
に

情
報

配
信

を
行

う
（
岐

阜
県

）
。

・
国

土
交

通
省

水
管

理
・
国

土
保

全
局

の
「
携

帯
端

末
版

市
町

村
向

け
川

の
防

災
情

報
」
の

ア
ラ

ー
ム

メ
ー

ル
を

活
用

し
、

水
防

団
待

機
水

位
到

達
前

に
職

員
へ

ア
ラ

ー
ム

メ
ー

ル
を

送
信

す
る

（
岐

阜
市

）
。

・
国

土
交

通
省

の
携

帯
端

末
版

市
町

村
向

け
「
川

の
防

災
情

報
」
の

サ
ー

ビ
ス

を
活

用
し

て
、

早
い

タ
イ

ミ
ン

グ
で

ア
ラ

ー
ム

メ
ー

ル
を

受
信

す
る

。
特

に
大

雨
や

災
害

時
に

お
け

る
情

報
収

集
や

避
難

活
動

な
ど

に
つ

な
げ

る
（
各

務
原

市
）
。

リ
ア

ル
タ

イ
ム

の
防

災
情

報
を

活
用

し
、

迅
速

か
つ

安
全

な
避

難
を

促
進

。

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30 2年

H
31

3 年
目

H
32

4 年
目

H
33

5年
目

H
34 6年

H
35

7年
目

H
36

以
降

8年
目

以
降

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8 年
目

以
降

・
ぎ

ふ
河

川
情

報

ｱ
ﾗ
ｰ

ﾑ
ﾒｰ

ﾙ
に

よ

る
情

報
配

信

・
国

土
交

通
省

「
川

の
防

災
情

報
」
の

活
用

継
続

実
施

岐
阜

県
が

提
供

す
る

ア
ラ

ー
ム

メ
ー

ル
以

外
に

、
国

土
交

通
省

水
管

理
・
国

土
保

全
局

に
お

い
て

、
防

災
活

動
や

避
難

指
示

等
の

参
考

情
報

と
し

て
提

供
を

行
っ

て
い

る
「市

町

村
向

け
「
川

の
防

災
情

報
」
」の

サ
ー

ビ
ス

の
1 つ

に
、

「
携

帯
端

末
版

市
町

村
向

け

「
川

の
防

災
情

報
」
が

あ
る

。
こ

ち
ら

に
は

、
H
28

時
点

で
、

同
端

末
版

へ
岐

阜
県

5 回
線

、

岐
阜

市
4回

線
、

各
務

原
市

4回
線

を
登

録
し

て
い

る
。

（
整

備
計

画
）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）
岐

阜
県

各
務

原
市

・
各

務
原

市
那

加
東

野
町

2
丁

目
2
0
0
番

地
内

（
留

意
点

）

山
崎

頭
首

工
の

弾
力

運
用

（
3
）
-
3
）

・
各

務
原

市
内

の
新

境
川

に
お

い
て

は
、

慢
性

的
に

浸
水

被
害

が
発

生
し

て
い

る
場

所
が

あ
る

た
め

、
注

意
が

必
要

で
あ

る
。

・
各

務
原

市
農

政
課

〔
分

水
ゲ

ー
ト

管
理

者
〕
と

の
調

整

(1
)目

的

(2
)位

置

(3
)内

容

適
切

な
ゲ

ー
ト

操
作

に
よ

り
、

境
川

へ
の

流
入

を
抑

制
。

・
台

風
到

来
時

な
ど

事
前

に
大

雨
が

想
定

さ
れ

る
場

合
に

、
分

水
ゲ

ー
ト

を
あ

ら
か

じ
め

閉
鎖

で
き

る
よ

う
、

操
作

要
領

の
改

訂
な

ど
の

検
討

を
行

う
。

・
上

戸
排

水
機

場
の

運
用

と
同

様
に

岐
阜

土
木

事
務

所
長

の
指

示
に

よ
り

分
水

ゲ
ー

ト
の

操
作

を
行

う
。

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30 2年

H
31

3 年
目

H
32

4 年
目

H
33

5年
目

H
34 6年

H
35

7年
目

H
36

以
降

8 年
目

以
降

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8 年
目

以
降

要
領

改
訂

検
討

運
用

開
始

（
整

備
計

画
）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）
岐

阜
県

岐
阜

市
各

務
原

市

境
川

流
域

内
（
保

水
地

域
、

低
地

地
域

）

（
留

意
点

）

新
規

開
発

地
の

流
出

抑
制

対
策

（
4
）
-
1
）

［保
水

地
域

に
お

け
る

新
規

開
発

地
]

・主
と

し
て

、
市

街
化

区
域

内
の

未
開

発
地

。
・従

前
の

保
水

機
能

の
減

少
に

対
す

る
保

全
対

策
の

た
め

貯
留

を
主

と
し

 て
流

出
抑

制
施

設
を

設
置

す
る

地
域

。
・地

質
条

件
等

か
ら

、
浸

透
が

有
効

な
場

合
は

、
浸

透
機

能
を

活
か

し
た

  
流

出
抑

制
施

設
を

設
置

す
る

地
域

。
[低

地
地

域
に

お
け

る
新

規
開

発
地

]
・主

と
し

て
、

市
街

化
区

域
内

の
未

開
発

地
。

・従
前

の
貯

留
機

能
の

減
少

に
対

す
る

保
全

対
策

の
た

め
貯

留
を

主
と

し
 て

流
出

抑
制

施
設

を
設

置
す

る
地

域
。

(1
)目

的

(2
)位

置

(3
)内

容

流
域

対
策

に
よ

る
流

出
抑

制
。

・
新

規
開

発
地

の
う

ち
大

規
模

開
発

地
に

対
し

て
は

、
「
境

川
流

域
整

備
計

画
」
に

定
め

る
流

出
抑

制
対

策
に

つ
い

て
、

指
導

及
び

対
策

を
実

施
す

る
。

・
開

発
行

為
に

つ
い

て
、

基
本

的
に

抑
制

を
図

り
、

や
む

を
得

な
い

場
合

は
従

前
と

同
様

の
代

替
措

置
（
開

発
規

模
別

必
要

対
策

量
を

確
保

）
を

講
じ

る
。

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30 2年

H
31

3 年
目

H
32

4 年
目

H
33

5年
目

H
34 6年

H
35

7年
目

H
36

以
降

8年
目

以
降

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8 年
目

以
降

流
出

抑
制

対
策

継
続

実
施

保
水

地
域

・
低

地
地

域
に

お
け

る
開

発
規

模
別

必
要

対
策

量

（
整

備
計

画
）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）

（
4
）
-
2
）

既
往

開
発

地
の

流
出

抑
制

対
策

岐
阜

県

（
留

意
点

）
［保

水
地

域
に

お
け

る
既

往
開

発
地

]
・主

と
し

て
、

既
成

市
街

地
。

・失
わ

れ
た

保
水

機
能

の
回

復
を

行
う

た
め

、
貯

留
を

主
と

し
た

流
出

抑
制

  
施

設
を

設
置

す
る

地
域

。
・地

質
条

件
等

か
ら

、
浸

透
が

有
効

な
場

合
は

、
浸

透
機

能
を

活
か

し
た

  
流

出
抑

制
施

設
を

設
置

す
る

地
域

。
[低

地
地

域
に

お
け

る
既

往
開

発
地

]
・主

と
し

て
、

既
成

市
街

地
。

・失
わ

れ
た

貯
留

機
能

の
回

復
を

行
う

た
め

、
貯

留
を

主
と

し
た

流
出

抑
制

  
施

設
を

設
置

す
る

地
域

。

(1
)目

的

境
川

流
域

内
（
保

水
地

域
、

低
地

地
域

）

流
域

対
策

に
よ

る
流

出
抑

制
。

(2
)位

置

(3
)内

容
・
「
境

川
流

域
整

備
計

画
」
に

定
め

る
流

出
抑

制
対

策
に

つ
い

て
、

指
導

及
び

対
策

を
実

施
す

る
。

・
従

前
の

保
水

・
貯

留
機

能
を

回
復

す
べ

く
対

策
（
既

往
開

発
地

の
必

要
対

策
量

を
確

保
）
を

実
施

す
る

。

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30 2年

H
31

3 年
目

H
32

4 年
目

H
33

5年
目

H
34 6年

H
35

7年
目

H
36

以
降

8年
目

以
降

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8 年
目

以
降

流
出

抑
制

対
策

継
続

実
施

保
水

地
域

・低
地

地
域

に
お

け
る

既
往

開
発

地
の

必
要

対
策

量

・公
共

公
益

施
設

（公
園

・校
庭

・道
路

等
) を

活
用

し
た

流
出

抑
制

対
策

。

・再
開

発
事

業
等

の
面

的
再

整
備

や
建

て
替

え
を

行
う

際
の

流
出

抑
制

対
策

。

公
園

：
敷

地
全

体
あ

る
い

は
一

部
（池

等
）を

利
用

し
て

、
雨

水
の

流
出

を
抑

制
。

学
校

：
校

庭
等

を
利

用
し

て
雨

水
の

流
出

を
抑

制
。

中
高

層
集

合
住

宅
：

住
宅

と
住

宅
と

の
棟

間
（花

壇
等

）を
利

用
し

て
雨

水
の

流
出

を
抑

制
す

る
よ

う
開

発
者

に
協

力
を

要
請

。

大
規

模
工

場
・商

業
施

設
：

敷
地

内
の

空
き

地
や

駐
車

場
も

し
く
は

地
下

を
利

用
し

、
雨

水
の

流
出

を
抑

制
す

る
よ

う
開

発
者

に
協

力
を

要
請

。

道
路

：
歩

道
部

分
に

お
け

る
植

樹
桝

の
拡

大
及

び
透

水
性

舗
装

の
適

用
あ

る

い
は

幹
線

道
路

下
の

一
時

貯
留

槽
の

建
設

等
、

可
能

な
限

り
保

水
機

能
の

向

上
に

努
め

る
。

（整
備

計
画

）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）

（
4
）
-
2
）

既
往

開
発

地
の

流
出

抑
制

対
策

岐
阜

市

岐
阜

市
の

境
川

流
域

内
の

公
園

公
共

公
益

施
設

（
公

園
）
を

活
用

し
流

出
抑

制
施

設
を

整
備

す
る

。

（
留

意
点

）

・
H

2
8
年

度
に

公
園

貯
留

施
設

整
備

計
画

を
策

定
し

整
備

順
序

を
決

定
す

る
。

・
校

庭
貯

留
施

設
：
H

2
2
完

了

(1
)目

的

(2
)位

置

(3
)内

容

公
園

貯
留

に
よ

る
流

出
抑

制
。

公
園

貯
留

施

設
設

計
・
施

工

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8 年
目

以
降

番
号

 
公

園
名

 
所

在
地

 

1
 

溝
旗
公

園
 

溝
旗

町
４

丁
目

１
 

2
 

北
野
公

園
 

千
手

堂
北

町
２

丁
目

１
３

 

3
 

金
岡
公

園
 

金
岡

町
１

３
 

4
 

美
江
寺

公
園

 
美

江
寺

町
１

丁
目

１
 

5
 

金
園
公

園
 

金
園

町
８

丁
目

１
８

４
－

１
７

 

6
 

金
竜
公

園
 

田
端

町
１

－
１

０
 

7
 

琴
塚
公

園
 

琴
塚

３
丁

目
３

－
８

 

8
 

沓
掛
公

園
 

長
森

本
町

１
丁

目
９

－
３

０
 

9
 

一
松
道

公
園

 
一

松
道

１
８

６
４

－
３

 

1
0
 

日
野
坂

公
園

 
日

野
東

８
丁

目
１
２

－
７

 

1
1
 

野
土
島

公
園

 
高

田
３

丁
目

５
－

３
 

1
2
 

田
神
公

園
 

五
坪

町
２

５
－

８
５

 

1
3
 

宮
公
園

 
下

川
手

字
宮

７
１
－

３
 

1
4
 

宮
北
公

園
 

宮
北

町
２

１
－

３
 

1
5
 

日
野
本

郷
公

園
 

日
野

南
４

－
１

６
 

1
6
 

川
原
公

園
 

長
森

細
畑

字
下

川
原

 

1
7
 

梅
林
公

園
 

梅
林

南
町

 

1
8
 

金
公
園

 
金

町
５

丁
目

５
 

1
9
 

木
ノ
下

公
園

 
木

ノ
下

町
７

丁
目

 

2
0
 

岩
戸
公

園
 

長
森

岩
戸

字
西

山
９

４
４

－
５

 

 

番
号

 
公

園
名

 
所

在
地

 

2
1
 

野
一

色
公
園

 
野

一
色

４
丁

目
５

３
０

－
１

 

2
2
 

岩
戸

南
公
園

 
城

望
町

４
６

 

2
3
 

城
美

西
公
園

 
日

野
南

８
丁

目
５

－
１

 

2
4
 

城
美

北
公
園

 
日

野
南

８
丁

目
１

４
－

３
 

2
5
 

城
美

南
公
園

 
日

野
南

８
丁

目
２

３
－

１
 

2
6
 

西
川

手
公
園

 
西

川
手

９
丁

目
１

３
 

2
7
 

い
り

の
と
緑

地
 

切
通

４
丁

目
１

３
６

－
１

 

2
8
 

宮
東

公
園
 

柳
津

町
宮

東
２

丁
目

１
６

８
 

2
9
 

南
塚

公
園
 

柳
津

町
南

塚
４

丁
目

４
７

 

3
0
 

宮
上

公
園
 

柳
津

町
上

佐
波

２
丁

目
２

７
２

 

3
1
 

東
塚

公
園
 

柳
津

町
東

塚
２

丁
目

２
６

 

3
2
 

東
塚

南
公
園

 
柳

津
町

東
塚

２
丁

目
１

３
８

 

3
3
 

北
塚

公
園
 

柳
津

町
北

塚
５

丁
目

１
－

１
 

 

継
続

実
施

（
整

備
計

画
）

-47-



境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）

（
4
）
-
2
）

既
往

開
発

地
の

流
出

抑
制

対
策

各
務

原
市

・
各

務
原

市
上

戸
町

5
丁

目
4
0
番

地
（
稲

羽
中

学
校

）

（
留

意
点

）

「境
川

流
域

整
備

計
画

」に
定

め
る

流
域

抑
制

対
策

に
つ

い
て

、
指

導
及

び
対

策
を

実
施

す
る

。

・校
庭

貯
留

施
設

　
平

場
面

積
 1

2,
00

0
㎡

（オ
ン

サ
イ

ト
方

式
）

(1
)目

的
校

庭
貯

留
に

よ
る

流
出

抑
制

。

(2
)位

置

(3
)内

容

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8 年
目

以
降

貯
留

施
設

施
工

上
戸

排
水

機
場

稲
羽

中
学

校

（整
備

計
画

）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）
岐

阜
県

岐
阜

市
各

務
原

市

境
川

流
域

内

（
留

意
点

）

（
4
）
-
3
）

既
設

流
出

抑
制

施
設

の
適

切
な

維
持

管
理

・
現

在
、

雨
水

貯
留

施
設

の
設

置
が

完
了

し
た

公
共

公
益

施
設

に
つ

い
て

は
、

毎
年

点
検

を
実

施
し

、
そ

の
点

検
結

果
に

よ
り

、
施

設
機

能
維

持
が

図
ら

れ
て

い
る

。
・
民

間
開

発
に

伴
う

、
雨

水
貯

留
施

設
つ

い
て

は
、

都
市

計
画

法
の

3
2
条

同
意

に
よ

る
協

力
依

頼
と

な
っ

て
い

る
。

設
置

お
よ

び
以

降
の

管
理

に
つ

い
て

、
そ

の
確

認
方

法
、

管
理

方
法

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

(1
)目

的

(2
)位

置

(3
)内

容

施
設

の
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

る
流

出
抑

制
機

能
の

維
持

。

境
川

流
域

内
で

既
に

建
設

さ
れ

て
い

る
流

出
抑

制
施

設
に

つ
い

て
、

設
置

時
の

機
能

を
維

持
す

る
よ

う
、

管
理

者
へ

の
要

請
等

を
行

う
。

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30 2年

H
31

3 年
目

H
32

4 年
目

H
33

5年
目

H
34 6年

H
35

7年
目

H
36

以
降

8年
目

以
降

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8 年
目

以
降

・公
共

公
益

施
設

維
持

管
理

出
水

期
前

点
検

清
掃

継
続

実
施

民
間

開
発

施
設

維
持

管
理

方
法

の
検

討

民
間

開
発

施
設

維
持

管
理

方
法

の
運

用

②

①
③

④

貯
留

施
設

設
置

箇
所

（
主

な
公

共
施

設
）

①
那

加
中

学
校

②
那

加
第

一
小

学
校

③
那

加
第

三
小

学
校

④
稲

羽
西

小
学

校

（
整

備
計

画
）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（３
）内

容
岐

阜
県

岐
阜

市
各

務
原

市

境
川

流
域

内
（
保

水
地

域
、

遊
水

地
域

、
低

地
地

域
）

（
留

意
点

）

「境
川

流
域

整
備

計
画

」
に

定
め

る
流

出
抑

制
機

能
の

保
全

対
策

に
つ

い
て

、
指

導
及

び
対

策
を

実
施

す
る

。

○
市

街
化

調
整

区
域

の
保

持
（保

水
地

域
、

低
地

地
域

）
　

市
街

化
調

整
区

域
内

の
開

発
行

為
に

つ
い

て
は

基
本

的
に

抑
制

を
図

り
、

や
む

を
得

な
い

場
合

に
お

い
て

は
従

前
と

同
様

の
  

機
能

  
を

有
す

る
代

替
措

置
を

講
じ

る
。

（遊
水

地
域

）
　

市
街

化
調

整
区

域
の

保
持

に
努

め
る

。

○
都

市
計

画
法

以
外

の
法

令
、

指
導

等
に

よ
る

流
出

抑
制

機
能

の
保

全
（保

水
地

域
、

低
地

地
域

）
　

都
市

計
画

法
は

元
よ

り
、

そ
れ

以
外

の
法

令
、

指
導

に
よ

っ
て

、
山

林
、

緑
地

等
を

適
正

に
管

理
し

て
い

く
。

例
え

ば
、

地
域

森
林

　
計

画
対

象
民

有
林

（
森

林
法

）、
農

地
（農

地
法

）、
農

地
振

興
地

域
（農

業
振

興
地

域
の

整
備

に
関

す
る

法
律

）を
適

正
に

維
持

　
管

理
す

る
事

に
よ

り
山

林
、

農
地

等
の

有
す

る
保

水
機

能
の

保
全

に
努

め
る

。
　 ○

農
地

の
保

全
及

び
営

農
環

境
改

善
（遊

水
地

域
）

　
農

用
地

区
域

に
つ

い
て

農
業

振
興

地
域

の
整

備
に

関
す

る
法

律
等

を
遵

守
す

る
こ

と
で

。
自

然
遊

水
機

能
を

保
持

す
る

。
ま

た
、

　
農

用
地

区
域

は
将

来
と

も
農

業
生

産
の

場
と

し
て

活
用

す
る

区
域

で
あ

り
、

営
農

環
境

の
改

善
を

図
る

た
め

土
地

基
盤

整
備

、
　

近
代

化
施

設
整

備
等

に
よ

り
生

産
力

の
向

上
を

図
り

、
農

地
保

全
に

努
め

る
。

○
盛

土
の

抑
制

（遊
水

地
域

）
　

遊
水

区
域

に
お

い
て

も
、

水
田

の
畑

地
化

が
進

ん
で

い
る

。
そ

れ
に

あ
わ

せ
て

、
公

共
・
民

間
の

残
土

処
分

が
行

わ
れ

、
従

来
有

し
　

て
い

る
遊

水
機

能
が

徐
々

に
損

な
わ

れ
つ

つ
あ

る
。

こ
の

様
な

状
況

か
ら

、
公

共
残

土
は

遊
水

地
域

に
処

分
し

な
い

様
に

措
置

を
　

講
じ

、
民

間
残

土
に

つ
い

て
も

必
要

な
指

導
を

行
う

。
ま

た
、

水
田

か
ら

畑
作

転
換

す
る

場
合

、
極

力
土

地
形

状
の

変
更

を
抑

制
す

る
。

(1
)目

的
市

街
地

の
無

秩
序

な
拡

大
を

極
力

抑
え

、
自

然
の

持
つ

流
出

抑
制

機
能

の
保

全
。

(2
)位

置

自
然

の
持

つ
流

出
抑

制
機

能
の

保
全

対
策

（
4
）
-
4
）

事
業

計
画

詳
細

設
計

工
事

実
施

H
29

1年
目

H
30 2年

H
31

3年
目

H
32

4年
目

H
33

5年
目

H
34 6年

H
35

7年
目

H
36

以
降

8 年
目

以
降

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5 年
目

R4
6年

目

R5
7 年

目
R6

以
降

8年
目

以
降

保
全

対
策

継
続

実
施

（整
備

計
画

）
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境
川

上
流

部
浸

水
対

策
N

o
.

対
策

名
称

事
業

主
体

（添
付

図
等

）
岐

阜
県

岐
阜

市
各

務
原

市

境
川

流
域

内
（
低

地
地

域
）

（
留

意
点

）

（
4
）
-
5
）

建
築

物
等

の
耐

水
化

・
洪

水
浸

水
想

定
区

域
図

の
見

直
し

が
行

わ
れ

る
中

で
、

家
屋

倒
壊

等
氾

濫
想

定
区

域
が

示
さ

れ
る

事
も

含
め

、
耐

水
化

に
か

か
る

方
法

、
指

導
内

容
等

に
つ

い
て

、
関

係
各

所
と

具
体

的
な

調
整

が
必

要
と

な
る

。
　

(1
)目

的

(2
)位

置

建
築

物
等

の
耐

水
化

に
よ

る
、

洪
水

被
害

の
未

然
防

止
及

び
軽

減
。

(3
)内

容
・
「
境

川
流

域
整

備
計

画
」
に

定
め

る
建

築
物

の
耐

水
化

に
つ

い
て

、
指

導
及

び
対

策
を

実
施

す
る

。
・
自

治
体

の
対

策
等

に
よ

り
宅

地
化

等
に

伴
う

盛
土

高
の

指
導

、
防

水
扉

の
設

置
な

ど
を

行
う

と
と

も
に

、
ピ

ロ
テ

ィ
建

築
の

促
進

を
図

る
。

・
浸

水
被

災
地

域
で

建
築

行
為

や
開

発
行

為
の

計
画

が
あ

る
場

合
に

過
去

の
被

災
状

況
を

情
報

提
供

し
、

注
意

喚
起

す
る

。

H
29

1年
目

H
30

2年
目

R1
3年

目

R2
4年

目
R3

5年
目

R4
6 年

目

R5
7年

目

R6
以

降

8年
目

以
降

・耐
水

化
の

推
進

・浸
水

地
域

へ
の

建
築

開
発

行
為

の
注

意
喚

起
継

続
実

施

国
交

省
ゼ

ロ
メ

ー
ト

ル
地

帯
の

高
潮

対
策

検
討

会
資

料
よ

り
抜

粋

（
整

備
計

画
）
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